
　反射テスト　統計　二項分布　01

1. 　サイコロを n回ふって 1が出た回数をX とする. ( S 級 1分 20秒, A級 2分, B 級 3分, C 級 4分 )

（1）　 P (X = r) を n, rで表し, この二項分布 B(n, p)の pを決定せよ.

（2）　平均 E(X) を求めよ.

（3）　分散 V (X) を求めよ.

（4）　標準偏差 σ(X) を求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　 2人でジャンケンを n回して, 引き分けの回数をX とする. ( S 級 1分 20秒, A級 2分, B 級 3分, C 級 4分 )

（1）　 P (X = r) を n, rで表し, この二項分布 B(n, p)の pを決定せよ.

（2）　平均 E(X) を求めよ.

（3）　分散 V (X) を求めよ.

（4）　標準偏差 σ(X) を求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　統計　二項分布　01　解答解説
1. 　サイコロを n回ふって 1が出た回数をX とする. ( S 級 1分 20秒, A級 2分, B 級 3分, C 級 4分 )

（1）　 P (X = r) を n, rで表し, この二項分布 B(n, p)の pを決定せよ.

★二項分布　B(n, p)

1回の試行で事象 Aの起こる確率が pのとき, この試行を n回行う反復試行において, Aの起こる回数をX とすると,

X = r になる確率は　 P (X = r) = nCrp
r(1 − p)n−r　 ( r = 0, 1, 2,…, n ; 0 < p < 1 )

このとき, 確率変数X は二項分布B(n, p)に従うという.

　 P (X = r) = nCr
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は nCr でもかまわない.

（2）　平均 E(X) を求めよ.

　 E(X) = n× 1
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★二項分布の平均　E(X) = np

証明　確率変数Xkを, k回目の試行で Aが起これば 1,起こらなければ 0の値とすれば, 　 P (Xk = 1) = p

よって, E(Xk) = 1・p+ 0・(1− p) = p

確率変数 X1, X2,…, Xn は互いに独立しているから,

　 E(X) = E(X1 +X2 +X3 +…+Xn)

　 = E(X1) + E(X2) + E(X3) +…+ E(Xn) = np

（3）　分散 V (X) を求めよ.

　 V (X) = n× 1
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★二項分布の分散　 V (X) = np(1 − p)

証明　確率変数Xkを, k回目の試行で Aが起これば 1,起こらなければ 0の値とすれば, 　 P (Xk = 1) = p

よって, E(Xk) = 1・p+ 0・(1− p) = p　⇒　 V (Xk) = 12・p+ 02・(1− p)− {E(Xk)}2 = p− p2 = p(1− p)

確率変数 X1, X2,…, Xn は互いに独立しているから,

　 V (X) = V (X1 +X2 +X3 +…+Xn)

　 = V (X1) + V (X2) + V (X3) +…+ V (Xn) = np(1− p)

（4）　標準偏差 σ(X) を求めよ.
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★二項分布の標準偏差　 σ(X) =
√

np(1 − p)

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　 2人でジャンケンを n回して, 引き分けの回数をX とする. ( S 級 1分 20秒, A級 2分, B 級 3分, C 級 4分 )

（1）　 P (X = r) を n, rで表し, この二項分布 B(n, p)の pを決定せよ.

★二項分布　B(n, p)

1回の試行で事象 Aの起こる確率が pのとき, この試行を n回行う反復試行において, Aの起こる回数をX とすると,

X = r になる確率は　 P (X = r) = nCrp
r(1 − p)n−r　 ( r = 0, 1, 2,…, n ; 0 < p < 1 )

このとき, 確率変数X は二項分布B(n, p)に従うという.

2人のジャンケンで引き分ける確率は　 3
32

= 1
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　 P (X = r) = nCr
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は nCr でもかまわない.

（2）　平均 E(X) を求めよ.

　 E(X) = n× 1
3

=
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★二項分布の平均　E(X) = np

証明　確率変数Xkを, k回目の試行で Aが起これば 1,起こらなければ 0の値とすれば, 　 P (Xk = 1) = p

よって, E(Xk) = 1・p+ 0・(1− p) = p

確率変数 X1, X2,…, Xn は互いに独立しているから,

　 E(X) = E(X1 +X2 +X3 +…+Xn)

　 = E(X1) + E(X2) + E(X3) +…+ E(Xn) = np

（3）　分散 V (X) を求めよ.

　 V (X) = n× 1
3

× 2
3
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★二項分布の分散　 V (X) = np(1 − p)

証明　確率変数Xkを, k回目の試行で Aが起これば 1,起こらなければ 0の値とすれば, 　 P (Xk = 1) = p

よって, E(Xk) = 1・p+ 0・(1− p) = p　⇒　 V (Xk) = 12・p+ 02・(1− p)− {E(Xk)}2 = p− p2 = p(1− p)

確率変数 X1, X2,…, Xn は互いに独立しているから,

　 V (X) = V (X1 +X2 +X3 +…+Xn)

　 = V (X1) + V (X2) + V (X3) +…+ V (Xn) = np(1− p)

（4）　標準偏差 σ(X) を求めよ.

　σ(X) =
√
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★二項分布の標準偏差　 σ(X) =
√

np(1 − p)

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html

